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号は確認できなかったが、この令達により大阪府では明治 10(1877)年学第 17 号によって学
校沿革誌の編纂が通達されたものと考えられる。 
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によって、学校沿革誌が設備表簿として規定される。訓令には、特に学校沿革誌の編纂を
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の記載事項を定めた表 3の 15 通の令達から、それぞれの規定項目を内容分類し分析を行っ
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千葉県(明治9年) 茨城県(明治10年) 大阪府(明治17年) 山形県(明治18年) 大阪府(明治25年) 秋田県河邊郡 (明
治25年)
静岡県(明治26年) 山形県(明治32年)
1 学校設置日等 学校設立ノ年月日 学校設置及ヒ廃止 学校創立年月日 学校資格 創立ノ年月日 設備(②学校ノ設廃 分合及位置)
学校ノ位置及名称
等














 学 資 ノ 増 減 及寄附
ノ金員 寄附 寄附品目及其氏名 経済(③寄附物件) 寄附












6 生徒の進路 生徒ノ 増減進否 生徒ノ 増減及進否  卒業生徒数(男女) 及卒業后ノ状況
7 小学校に関する制度改正、教則







8 器械の発明  教 則 ノ 変 改 及器械ノ発明




10 名称の変更  学 区 ノ 改 正名 称ノ変更
 学 校 ノ 分 合 及名称
ノ変更








11 生徒試験結果 生徒試験ノ優劣 生徒試験 生徒(⑤生徒成績ノ概要) 生徒試験


































































20 学齢児童数 学齢児童 生徒(①学齢児童) 学齢児童
21 授業日数 業振日数 授業日数 及生徒



















25 学事全体の状況 学事状況 学事ノ状況
26 学級編制 編制及其変更
学級 ノ編 制・ 教  科























 学 級  ノ 編  制 ・教 科
目 ・  受 持  教 員  ノ 変
 更
























































































































































31 教科目 教科/教科目等ノ変更 教科
 児童入学退学修業
学習 及卒業者数
32 卒業生  入退学及卒業  児童入学退学修業 学習及卒業者数
33 諸儀式
34 不就学児























































































教員出張 名称の変更 資本財産 制作物 



























































   
管理者管理 
管理者および
委員の異動等      
学事関係者の

























































































































































































































































(77)“学事巡視規程”. 秋田県教育史第 2巻. 秋田県教育史編纂委員会編. 秋田県教育史頒布








  大正八年九月十二日 
      北多摩郡視学 近藤一郎 
  鳥山小学校長殿 
    記 
(一)位置 (二)校名 (三)沿革(大略) (四)御眞影、勅語謄本下賜年月日  
(五)基本財産及増殖方法 (六)学齢児童数 男女別(千歳村)  
(七)学級数 尋常別 (八)備品種別点数 (九)教育費総額  
(十)就学児童百分比 (十一)社会的教育施設(青年会、婦人会等)  
(十二)創立以来卒業生ノ数及創立以来ノ校長名  
(十三)実業補習学校状況(大略児童数、修業年限等) (十四)現在職員氏名  
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 山形県では、同年訓令第 70 号において、学校沿革誌を小学校の設備表簿に定めるととも
に、永久保存と規定した⁽87⁾。その際、「但私立小学校ヘハ其所在市町村長ヨリ伝達スヘシ」
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員会, 1999, p.194-197, (史料編, 近代 4). 
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(史料編, 2). 
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p.657-660, (史料編, 3). 
(87)“小学校保存の表簿種類・保存期限制定のこと”.  山形県教育史資料第 2巻. 山形県教育史資料編集























 福井県では、昭和 41(1966)年「私立学校等に係る学校教育法等施行細則」第 10 条におい
て、学校教育法施行規則第 15 条第 1校各号に掲げる表簿の他、備えるべき表簿と保存期間
が定められた⁽91⁾。そこに学校沿革誌があげられ、永久保存に規定されている。 







                                                  
(88) “私立学校令施行細則”. 千葉県教育百年史第 4巻. 千葉県教育百年史編さん委員会編. 千
葉県教育委員会, 1971, p.800-803, (史料編, 大正・昭和 1). 
(89)“私立学校令施行細則”. 福島県教育史編さん資料第 5集:教育関係例規. 福島県教育委員
会編. 福島県教育委員会, 1971, p.260. 
(90)“私立学校令施行細則制定につき県令”. 長野県教育史第 14 巻. 長野県教育史刊行会編. 長
野県教育史刊行会, 1979, p.167-168, (史料編, 8/大正 8年～昭和 8年). 
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は複数ある場合は、最初の年代のものを成立年としている。その結果、89 校のうち 52 校の
学校沿革誌で成立年代を明確にすることができた。表の横軸は成立年、縦軸は成立数にな
る。また、学校沿革誌のなかには郷土誌を兼ねているものもあった。 
最も多く成立が見られたのは、1914 年である。この年には 5 校の学校沿革誌が成立して
いる。次いで多いのは 4校の学校沿革誌の成立がある 1912 年である。他の成立数について
も表を見ると、1900 年代前半に学校沿革誌の成立が多いことがわかる。ちょうど、明治後

































                                                  
(92)田村達也. 小学校資料論；かつて小学校は地域のセンターであったいう視点から. 鳥取県立




































































 表 9 より、学校沿革誌の記載期間がまちまちであったことがわかる。100 年以上記載を続
けている学校もあれば、数年の記載しかないものもある。最も記載期間が短かったのは嶐
郷小学校の学校沿革誌で、1969～1972 年の 3 年の記載であった。一方、最も記載期間が長
かったのは、坂本小学校の学校沿革誌で、1872～1996 年の 124 年の記載であった。なお、
10 年ごとの記載期間の割合については、3～10 年が 8％、11～20 年が 7％、21～30 年が 7％、
31～40 年が 10％、41～50 年が 9％、51～60 年が 4％、61～70 年が 4％、71～80 年が 7％、











                                                  
(93) 樫村毅. 小学校所蔵資料にみる近代教育史の一端：明治 10 年編｢学校沿革誌｣を中心として. 






















木皿尋常高等小学校中深荻尋常山部 學山小屋尋常小學校嶐郷 高等小学校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校松榮尋常高等小學校小島尋常 學大里尋常高等小學校金砂尋常小學校山田尋常高等小學校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校久慈尋常高等小学校中妻 学上櫻井尋常小学校嶐郷 高等小学校山田尋常高等小學校水木嶐郷尋常高等小学校嶐郷尋常高等小学校金郷尋常 學金砂尋常 學大中小学校染和田尋常高等小学校鮎川 小学校福田尋常高等小学校山田尋常高等小学校棚谷分教場上君田國民學高原尋常高等小學校日立第三尋常高等小学校中深荻 小学校東 澤尋常高等小學校上君田 學関本第一國民学金砂尋常高等小學校山部尋常小學校上君田 学多賀第三国民学校多賀第四国民学校花園 学中深荻尋常小学校菅小学校嶐郷尋常高等小学校高部分教場上君田尋常 學才丸小・
中学校






























































表 11．「設立以来尽力スル人名」の記載のある学校沿革誌の成立年代(全 12 校) 
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表 13．学校沿革誌の保存期限に関する通達  
                                                  
(102 ) “私立学校令施行細則”. 千葉県教育百年史第 4 巻. 千葉県教育百年史編さん委員会編. 千葉県教育委員会, 1971, p.800-803, (史料編, 大正・昭和 1). 
県名 通達年代 通達種類・番号 通達名 保存期限 
東京府 明治 22(1889)年 達第 9号 小学校諸帳簿整理ノ件(95) 無期限 
秋田県① 明治 25(1892)年 訓令甲第 119 号 小学校ニ於テ設備スヘキ表簿ノ種類並保存期限(96) 永年保存 
山形県① 明治 26(1893)年 訓令第 70 号 小学校ニ於テ設備スヘキ表簿ノ種類並其保存期限(97) 永年保存 
岐阜県① 明治 33(1900)年 9 月 1 日 県令第 49 号 小学校設備規則(98) 相当期間 
岐阜県② 明治 33(1900)年 9 月 26 日 訓令第 90 号 小学校ニ関スル表簿ノ整理其他記載事項ニ関スル規程(99) 永年保存 
秋田県② 明治 33(1900)年 小学校令施行手続 小学校令施行手続(110) 永年保存 
青森県 明治 35(1902)年 訓示第 25 号 諸表簿等ノ保存期限(100) 永年保存 
栃木県 明治 37(1904)年 訓令第 41 号 小学校表簿規程(101) 永年保存 
鳥取県① 明治 39(1906)年 訓令第 20 号 小学校令施行手続(115) 無期保存 
福島県① 明治 39(1906)年 訓令第 48 号 小学校ニ於テ備フヘキ表簿ノ種類及其ノ保存期限(103) 16 ヶ年以上 
福島県② 明治 45(1912)年 訓令第 19 号 小学校ニ備フベキ表簿ノ件(104) 永年保存 
岐阜県③ 大正 2(1913)年 訓令甲第 15 号 小学校ニ備フヘキ表簿規定(114) 永年保存 
鳥取県② 大正 3(1914)年 訓令第 12 号 小学校令施行細則(115) 無期保存 
千葉県① 大正 8(1919)年 県令第 37 号 私立学校令施行細則(102) 当該学校の存続中 
秋田県③ 昭和 5(1930)年 全県小学校長会議書類 記載要項並様式(111) 永年保存 
山形県② 昭和 6(1931)年 7 月 20 日 県令第 55 号 小学校令施行細則(116) 永年保存 
山形県③ 昭和 6(1931)年 7 月 22 日 県令第 56 号 私立学校令施行細則(117) 永年保存 
山形県④ 昭和 10(1935)年 県令第 14 号 小学校令施行細則(118) 永年保存 






大分県① 昭和 16(1941)年 県令第 13 号 臨時国民学校令施行細則(105) 永年保存 
千葉県② 昭和 16(1941)年 県令第 98 号 国民学校令施行細則(106) 永年保存 
鳥取県③ 昭和 16(1941)年   国民学校施行細則(115) 無期保存 
山形県⑤ 昭和 17(1942)年 県令第 41 号 国民学校令施行細則(119) 永年保存 
香川県 昭和 25(1950)年 県教委規則第 11 号 学校教育法施行細則(107) 永年保存 
千葉県③ 昭和 25(1950)年 県教委規則第 13 号 学校教育法施行細則(109) 
永年保存かつ閉校後
は設置者が保存 
福井県① 昭和 25(1950)年 県教委規約第 6号 学校教育法施行細則(108) 永年保存 
大分県② 昭和 26(1951)年 県教委規則第 1号 学校教育法施行細則(120) 永年保存 
秋田県⑤ 昭和 27(1952)年 学校教育法施行細則 学校教育法施行細則(113) 永年保存 
大分県③ 昭和 33(1958)年 県教委規則第 2号 市町村立学校管理規則（準則）(121) 永年保存 




しかし、福島県では、明治 39(1906)年、訓令第 48 号⁽103⁾において、小学校に備えるべき
表簿の種類とその保存期限が定められ、学校沿革誌の保存期限は 16 年以上とされた。他県
では上記のようにその保存期限が有限であることはなかったため、特異的な事例である。
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｢学校教育法施行規則｣（昭和 22(1947)年文部省令第 11 号）(126)はその第 28 条において、
学校に備えなければならない表簿が定められているが、そこに学校沿革誌はない。また、｢学
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(１) 編さん認印表  
(２) 開校の由来  
（通学区・校章・校旗・校歌） 
(３) 校地  
(４) 校舎  
(５) 設備  
(６) 学校経営  
(７) 年誌  
(８) 校長  
(９) 教頭  
(10) 教諭  
(11) 養護教諭  
(12) 事務職員  
(13) 期限附教諭等  
(14) 公務補  
(15) 校医  
(16) 学級編制  
(17) 年次別職員構成  
(18) 卒業生  
(19) 協力機関の状況  
(20) その他必要と認めた事項  
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一、学校沿革誌編製方ハ各 毎ニ多少余紙ヲ存シ置キ、毎学年末ニ於テ校務日誌其他関係帳簿等ヨリ抄出シ、或ハ管理者、学務委員等ニ協議シ、其学年間 事ニ係ル較著ノ事績ヲ登録スヘ 。
 














































































17 中小路小学校 沿革史　日立市立中小路小学校 歴代学校長名/職員名一覧











22 中里小学校 学校沿革誌 本校歴代學校長進退
23 入四間小学校 学校沿革誌　日立市立入四間小学校 歴代校長氏名/歴代校長一覧/昭和
34年度以降職員




























































































































































































































76 小菅小学校 第二集　学校沿革史　里見村立小菅小学校 〈各年度行事関係〉
77 小里小学校 学校沿革誌　久慈郡里美村立小里小学校　No1. 創立以来ノ校長/創立以来ノ職員 雑件 創立以来ノ
校長



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 学事関係吏員ノ臨視 設立以来尽力スル人名 生徒試験ノ優劣











































39 監督 監督〔郡視学〕/学事関係吏員 雑件
40 学校の沿革








































67 山田尋常高等小學校沿革誌 山田尋常高等小學校沿革誌 山田尋常高等小學校沿革誌
















































1 総説 総説 総説





















7 学校の沿革 学校の沿革 学校の沿革










10 創立及名称 創立及名称 創立及名称
11 学校設置及廃止 学校ノ分合及名称ノ変更 学校ノ分合及名称ノ変更
12 学校設置及廃止 学校ノ分合及名称ノ変更 学校ノ分合及名称ノ変更













































26 〈各年度の摘要〉 〈各年度の摘要〉 〈各年度の摘要〉







29 学校設置及廃止 学校設置及廃止 学校設置及廃止 学校設置及廃止
30 本校創立並沿革 本校創立並沿革 本校創立並沿革 本校創立並沿革























42 沿革/学校ノ名称 沿革 沿革
43 沿革の大要 沿革の大要 沿革の大要 沿革の大要
44 摘要 〈各年度の摘要〉 〈各年度の摘要〉 〈各年度の摘要〉





47 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要〔私塾〕
















































































68 沿革ノ概要 沿革ノ概要/位置名稱 沿革ノ概要 沿革ノ概要
69 小学校の沿革 小学校の沿革 小学校の沿革 小学校の沿革 小学校の沿革
70 学区之部
71 沿革大要 沿革大要 沿革大要
72 小学校沿革 小学校沿革 小学校沿革 小学校沿革
73 沿革 沿革 沿革 沿革 沿革
































































85 小田野小学校沿革起草 小田野小学校沿革起草 小田野小学校沿革起草






















































































29 学校設置及廃止/雑件 図書器械ノ増減 御影及ビ勅語謄本ノ下賜 [校地図]
30 本校創立並沿革 本校創立並沿革 御影並勅語謄本ノ御下賜 本校創立並沿革




35 校地・校舎ニ関スル事項 学校財産二関スル事項 校地・校舎ニ関スル事項













45 校地校舎及基本財産 設備ト学級 御眞影并勅語謄本等
46 〈沿革の摘要〉 [学制頒布後の本村教育]
47 沿革ノ大要/沿革 沿革 御眞影並勅語謄本下賜





















57 沿革誌 沿革誌 沿革誌
58 勅語謄本奉置ニ関スルコト
59


















69 小学校の沿革 小学校の沿革 校舎配置図
70 設備之部 学区之部 設備之部













































































































40 学校の沿革 学校の沿革 河原子の地名の起源 河原子の地名の起源












































































12 学資ノ増減及寄附ノ金員/学資ノ遣ヒ拂 学資ノ増減及寄附ノ金員 学資ノ増減及寄附ノ金員
13 経費
14 経費予算ニ関スル事項 学校基本財産ニ関スル事項 其他




























35 経費 学校財産二関スル事項〔記載無〕 経費 経費















45 児童ト経費等 校地校舎及基本財産 記念/特志者 児童ト経費等
46 〈沿革の摘要〉
47 沿革






























69 小学校の沿革/教育費 小学校の沿革 小学校の沿革 小学校の沿革
70 教育費歳出豫算高之部 学校基本財産之部 学校基本財産之部/篤志行為之部
































































































46 〈沿革の摘要〉/[学制頒布後の本村教育] 〈沿革の摘要〉 〈沿革の摘要〉
47 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要/沿革 沿革ノ大要/沿革

























































































































































東北 青森県 明治33年 永年(明治35年)
東北 岩手県










































関東 茨城県 明治10年 明治10年 有(明治10年)
関東 栃木県 明治37年 永年(明治37年) 明治37年
関東 群馬県
関東 埼玉県



























































































































四国 香川県 昭和25年 永年(昭和25年)
四国 徳島県

















九州 大分県 明治31年 永年(昭和16年)
九州 熊本県
九州 宮崎県
九州 鹿児島県
九州 沖縄県
